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議事 

1. 前回議事録の確認（資料 1）
岸本委員長より，資料 1 に基づき説明があり，原案が承認された．

2. 理論応用力学シンポジウムについて（資料 2）
岸本委員長より，資料 2 に基づき説明があった．毎年開催することを前提として，来年度は早

めに準備を進めることとなった．

3. 理論応用力学講演会について（資料 3）
岸本委員長・菱田委員より，来年度は第 22 回土木学会応用力学シンポジウムと併催の形で開催



することが報告された． 

・資料 3 の日程に変更があったことが報告された．（正しくは 6 月 28 日（金）～30 日（日）） 

・これまでの開催形式（日本学術会議主催）とは異なり，IUTAM 分科会が企画，日本学術会議が

後援という形を取ることが報告された． 

4. 今後の活動について 
・日本工学会理論応用力学コンソーシアムについて（資料 4-1, 4-2） 
 岸本委員長より，資料 4-1, 4-2 に基づき，幅広い活動と IUTAM 誘致を目指し，日本工学会の中

の組織として理論応用力学コンソーシアムを設置する案が説明された． 

・本コンソーシアム設置の提案経緯と IUTAM 分科会での議論が説明され，既に IUTAM 分科会

内では合意が得られていることが報告された． 

・本コンソーシアムが理論応用力学講演会を主催する組織となる案が説明された． 

・資料 4-2 に基づき，本コンソーシアムの会員や会計などに関する規程が説明された． 

・理学系の参加取り扱いについては，随時丁寧に説明が行われることとなった． 

・本コンソーシアム設置案が承認され，設置に向けて委員への協力要請がなされた． 

・IUTAM について（資料 4-3, 4-4） 
岸本委員長・菱田委員より，資料 4-3, 4-4 に基づき，Meeting of the General Assembly of IUTAM in 

Boston 参加報告がなされた． 

・Congress Committee (CC)として，高木委員が選出されたことが報告された． 

・2021 年に流体と固体の IUTAM シンポジウムが日本国内で開催されることが報告された． 

・ICTAM2024 の開催地として，東京，アーヘンなどが立候補していることが報告された． 

 

5. その他  
・マスタープランについて（資料 4-5） 

塩見委員より，機械工学の将来展望分科会・学協会連携小委員会での議論およびマスタープラ

ン提出に向けた準備状況が説明された． 

 ・各学協会の代表と若手研究者数名の提案に基づき，現在 7~8 案が候補となっていることが報

告された． 

 ・4 月 16 日に関連シンポジウムが開催されることが報告され，参加要請がなされた． 

 ・力学基盤工学分科会からも一案を提出する方向で，今後議論を進めることとなった． 

 

以上 


